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解答編

問題 1-2 漸化式と a1 > 0を使うことで、帰納的に an > 0が言える。

an+1 − an =
−a2n + 2an + 2

an + 1

となり、任意の nについて−a2n + 2an + 2 > 0を示す。x0を x2 − 2x− 2 = 0の解で、x0 > 1であるも
のとする。このとき、x0 < 3であり、

an+1 − x0 =
3an + 2

an + 1
− x0 =

(3− x0)an − x0 + 2
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=

(3− x0)(an − x0)
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となる。よって、a1−x0 = 1−x0 < 0であり、ある n ∈ Nに対して an−x0 < 0なら an+1−x0 < 0が成
り立つ。よって数学的帰納法から、任意の自然数 nに対して an−x0 < 0がわかる。よって、0 < an < x0

であるから、−a2n + 2an + 2 > 0がわかる。これは an+1 − an > 0と同値なので、anは単調増加となる。

また、an+1 = 3− 1

an + 1
< 3であったから、anは上に有界。よって、実数の連続性公理から数列 anは

ある実数に収束する。

補足
途中で証明した an < xを用いて上に有界としても構いません。
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問題 2-3
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